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1 はじめに


















最大確率のことを示す．生成鍵 G に対する Eve の相互情報量
I(G;E) だけが与えられた場合の鍵推定成功確率の上限，下限
[1]は，
Pworst = I(G;E)=n (1)
Pbest = 2
 (n I(G;E)) (2)
ただし，n は生成鍵の長さである．今回は BB84 の簡易的なモ





























て変動するものを考え， = =8の時に Eveの得る相互情報量
が最大となる．この基底を Breidbart基底 [2]と呼ぶ．
2.3 beam splitting attack








































す (n = 100)．横軸は盗聴割合を表す．intercept resend attack
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